
（９） ２０２１年땆令和３年땇９月５日（日曜日） （第３種郵便物認可）
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展
発
も
工
商
農
に
光
観
の
心
中
泉
温

長町更音
次信野小

























十
勝
川
水
系
が
育
ん
だ
広
大
な
土
地
と

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
音
更
町
は

十

勝
平
野
の
中
心
部
に
位
置
す
る
地
理
的
条

件

自
然
と
調
和
し
た
住
宅
地

十
勝
川

温
泉
を
中
心
と
す
る
観
光
資
源
な
ど
を
背

景
に

人
口
約
４
万
４
０
０
０
人
を
擁
す

る
町
に
発
展
し
て
い
ま
す


農
業

商
工
業

観
光
業
が
着
実
な
発

展
を
続
け
る
中
뗆基
幹
産
業
の
農
業
で
は
뗆

作
付
面
積

生
産
量
と
も
に
全
国
ト

プ

ク
ラ
ス
の
小
麦

小
豆

大
豆
な
ど
の
畑

作
物
を
は
じ
め

酪
農
・
畜
産

野
菜
の

生
産
な
ど
も
盛
ん
で

日
本
を
代
表
す
る

食
料
生
産
地
帯
と
な

て
い
ま
す


ま
た

観
光
業
で
は

美
人
の
湯
と
し

て
も
知
ら
れ

北
海
道
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
モ

ル
温
泉
が
湧
き
出
す
十
勝
川
温
泉

は

開
湯
１
２
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
誇

り

例
年

四
季
を
通
じ
て
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す


本
年
４
月
に
は

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る
第
６
期
総
合
計
画
が
ス
タ

ト
し

ま
し
た

ま
ち
の
課
題
や
状
況
の
変
化
を

踏
ま
え

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
の
理
念

を
取
り
入
れ
た
計
画
で

ま
ち
の
将
来
像

と
し
て
掲
げ
た
﹁
み
ん
な
が
住
み
よ
い

選
ば
れ
る
ま
ち

お
と
ふ
け
﹂
を
め
ざ
し

て

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ

ト
ナ

シ


プ
の
も
と
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す

ま
た

道
東
自
動
車
道
音
更
帯
広

イ
ン
タ

チ

ン
ジ
南
側
に
移
転
新
築
す

る
新
し
い
﹁
道
の
駅
お
と
ふ
け
﹂
は

２

０
２
２
年
４
月
の
オ

プ
ン
に
向
け
て
順

調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す



月
に
１
２
０
年
式
典

音
更
町
は
２
０
２
０
年
に
開
町
１
２
０

年
を
迎
え
ま
し
た

昨
年

新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
延
期
し
た
記
念
式
典
は


本
年

月

日
に
十
分
な
対
策
を
講
じ
た

上
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す


コ
ロ
ナ
禍
は

多
く
の
制
約
を
伴
う
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が

そ
れ
を
マ
イ
ナ
ス

に
だ
け
捉
え
る
の
で
は
な
く

変
革
へ
の

き

か
け
に
も
な
り
得
る
と
受
け
止
め


町
民
の
暮
ら
し
を
守
り

音
更
町
は
も
と

よ
り
十
勝
全
体
の
発
展
の
た
め
に

今


何
が
で
き
る
か
を
常
に
模
索
し

実
行
に

移
し
続
け
て
い
ま
す


先
人
が
築
き
上
げ
た
こ
の
音
更
町
を
뗆

次
の
世
代
に
笑
顔
で
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
뗆町
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
뗆多
く

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
뗇

２
０
２
０
年
７
月
に
町
内
２
カ
所
目

の
道
の
駅
と
し
て
開
業
し
た
﹁
道
の

駅
ガ

デ
ン
ス
パ
十
勝
川
温
泉
뗓


週
末
に
は
多
く
の
観
光
客
ら
が
訪

れ

十
勝
川
温
泉
観
光
を
盛
り
上
げ

て
い
る
︵

年
９
月
︶

音更町は道内町村の中で最も人口が多く、

全道市町村の中でも上位番目の規模。今年

４月から、まちづくりの基本的な方向性を示す最

上位計画に当たる「第６期町総合計画」땆～

年度）がスタートし、さらなる歩みを続ける。

ト

タ
ス
画
計
合
総
町
更
音
期
６
第

進推実充の祉福援支て育子


国
道
２
４
１
号
沿
い
に
商

業
施
設
が
立
ち
並
ぶ
木
野
エ

リ
ア

医
療
施
設
も
た
く
さ

ん
あ
り

大
勢
の
人
た
ち
が

行
き
交
う

町
役
場
を
中
心

と
す
る
本
町
エ
リ
ア

柏
寿

台
地
区
で
は
４
年
ぶ
り
に
大

規
模
な
宅
地
開
発
が
行
わ

れ

分
譲
販
売
が
始
ま

た

﹂
駅
の
道
﹁新
す
現
姿

ンプーオ転移
日月４年来 も現再」らぞつな「

道東道・音更帯広ＩＣ付近で建設工事が進んでいる新しい「道の駅

おとふけ땏뙙中央が施設本体뙙左側は柳月スイートピアガーデン뙙땆８

月、宮坂建設工業・村上土建開発工業・ジオックスＪＶ提供）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
な
つ

ぞ
ら
뗓に
登
場
し
た
母
屋
や
牛
舎
뗆

菓
子
店
な
ど
を
再
現
す
る
エ
リ
ア

の
完
成
イ
メ

ジ
︵
町
提
供
︶

新
し
い
﹁
道
の
駅
お
と
ふ
け
﹂
が
来
年

４
月

日

道
東
自
動
車
道
・
音
更
帯
広

イ
ン
タ

チ

ン
ジ
︵
Ｉ
Ｃ
︶
付
近
に
移

転
し
뗆
グ
ラ
ン
ド
オ

プ
ン
す
る
뗇
現
在
뗆

敷
地
内
︵
下
音
更
北
９
線
西

ノ
１
他
︶

に
施
設
の
外
観
が
お
目
見
え
す
る
な
ど
開

業
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い

る
整

備
エ
リ
ア
は
道
東
道
・
音
更
帯
広
Ｉ

Ｃ
南
側
で
国
道
２
４
１
号
北
バ
イ
パ
ス
に

面
し

柳
月
ス
イ

ト
ピ
ア
ガ

デ
ン
に

隣
接
す
る

敷
地
面
積
は
約
８
뗤
︵
国
整

備
エ
リ
ア
含
む
뗋

施
設
本
体
の
事
業
費

は

億
４
０
０
０
万
円


敷
地
内
に
は

十
勝
が
舞
台
と
な

た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
な
つ
ぞ
ら
﹂

に
登
場
し
た
母
屋
や
牛
舎

菓
子
店
な
ど

を
再
現
す
る
エ
リ
ア
を
は
じ
め

２
８
４

台
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
︵
国
整
備
含

む
뗋

電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
２
台
な

ど
を
設
置
す
る


施
設
は
木
造
一
部
鉄
骨
造
り
平
屋
建

て

床
面
積
は
約
１
９
６
０
平
方
뗠

飲

食
店
７
店
舗

カ
フ


ベ

カ
リ



農
畜
産
物
等
販
売
所

情
報
発
信
コ

ナ



子
ど
も
の
遊
び
場


時
間
利
用
で

き
る
ト
イ
レ
や
中
庭
を
設
け
る

こ
の
他

に
非
常
用
電
源

뗊
時
間
뗋뗆
防
災
倉
庫
뗆

都
市
間
バ
ス
の
乗
降
所
な
ど
も
整
備
す

る
既

存
の
道
の
駅
︵
木
野
大
通
西

︶
の

老
朽
化
に
伴
い

観
光
客
の
主
な
移
動
ル


ト
上
に
移
転
し
て
新
た
に
開
業
す
る


食
と
体
験
を
通
し
て
人
々
が
交
流
し

新

た
な
音
更
の
魅
力
を
発
信
す
る
拠
点
施
設

を
目
指
す

町
は
開
業
年
次
に

万
人
の

来
場
者
を
見
込
ん
で
い
る

뗊内
形
勝
也
뗋

産
更
音
％
녏녏념

は
ン
パ
の
食
給

               

一本日量産生の麦小

黄金色に染まった音更町

内の小麦畑땆年７月뙘

ＪＡおとふけ提供）

音更町の基幹産業は農業뙙町内には四つの河川が流れ뙘

豊かな穀倉地帯を育んでおり、作付面積が多い小麦は生

産量日本一で知られている。小麦は町内の学校給食にも

頻繁に食材として利用され、子どもたちにも身近な存在

となっている。

町などの営農実態調査によると、６月１日時点の小麦

の作付面積は約㌶。このうち、秋まき小麦の「きた

ほなみ」は約㌶、種子用は約㌶、땎ゆめちから」

は約㌶、春まき小

麦の「春よ恋」は約

㌶、땎はるきらり」は

約８㌶などとなってい

る。

うどんなど製麺性に優れた「きたほなみ땏、パン用の

超強力粉「ゆめちから」や、製パン性に優れている「春

よ恋」のほか、땎はるきらり」は用途もさまざまで町内

の学校給食にも使われている。

音更町は十勝管内で唯一、十勝産食材を活用すること

で郷土愛を育むことなどを目的に、町内全ての小・中

学校で自校給食を行っている。特に音更町産の食材を使

った「おとぷけ給食」は毎月１回実施。パンには音更産

％の小麦粉をほぼ通年で使用しており、児童・生徒

らにも親しまれている。

 

町は子育ての希望がかなえられる〝選ばれるまち〟の実現を目指

す。民間レベルの動きも活発で、子育てサロン「おとぷけ通り

くるみ」のベビー用品、育児用品の無料レンタルも好評（７月）

黄金色に実った小麦畑を収穫のコンバイン

が突き進む（年７月、ＪＡ木野提供）

道
に
よ
る
と

住
民
基
本
台

帳
ネ

ト
ワ

ク
シ
ス
テ
ム
の

最
新
デ

タ
뗊７
月

日
時
点
뗋

で
は

音
更
町
の
人
口
は
４
万

３
５
４
２
人

町
村
別
で
は


上
位
２
番
目
の
渡
島
管
内
七
飯

町
︵
２
万
８
０
３
４
人
뗋

３

番
目
の
幕
別
町
︵
２
万
６
３
１

５
人
뗋に
大
き
く
水
を
あ
け
る
뗇

市
町
村
別
で
は

①
札
幌
市

︵
１
９
６
万
２
６
１
５
人
︶
②

旭
川
市
︵

万
９
０
３
２
人
︶

③
函
館
市
뗊
万
９
４
８
０
人
뗋

の
上
位
３
都
市
か
ら
数
え

音

更
町
は

番
目
の
北
斗
市
︵
４

万
５
１
９
７
人
︶
に
次
ぐ
人
口

規
模

⑲
滝
川
市
︵
３
万
８
９

６
５
人
︶
⑳
網
走
市
︵
３
万
４

１
１
６
人
︶
な
ど

市
を
し
の

ぐ
音

更
町
は
十
勝
平
野
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し

総
面
積
は
４

６
６
・

平
方
뗞

町
内
に
は

十
勝
川

然
別
川

音
更
川


士
幌
川
が
流
れ

豊
か
な
穀
倉

地
帯
を
育
む

市
街
地
は
大
き

く
二
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ

て
い
る

本
町
エ
リ
ア
は
町
役

場
を
中
心
に
住
宅
街
を
形
成


町
役
場
付
近
の
柏
寿
台
地
区
で

は
４
年
ぶ
り
に
大
規
模
な
宅
地

開
発
が
行
わ
れ

分
譲
販
売
が

始
ま

た

木
野
エ
リ
ア
は


国
道
２
４
１
号
が
南
北
を
貫

き

商
業
施
設
や
医
療
施
設
が

多
く
集
ま
り

昼
夜
を
問
わ
ず

活
気
に
満
ち
て
い
る

郊
外
に

は
全
国
区
の
知
名
度
を
誇
る
十

勝
川
温
泉
が
あ
り

観
光
資
源

に
も
恵
ま
れ
て
い
る


第
６
期
音
更
町
総
合
計
画
で

は

２
０
３
０
年
の
町
の
総
人

口
を
４
万
２
５
５
５
人
に
設

定

少
子
高
齢
化
が

年
間
で

さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
前
提

に

生
活
環
境
の
整
備
や
子
育

て
支
援

福
祉
の
充
実

地
域

産
業
の
振
興
な
ど
を
展
開

こ

れ
を
通
じ
て
誰
も
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
し

子
育
て
の
希
望

が
か
な
え
ら
れ
る

뗈選
ば
れ
る

ま
ち
뗉
の
実
現
を
目
指
し

持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る


︵
内
形
勝
也
︶
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